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自己組織化臨界状態解析を用いた街路景観評価に関する考察

背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

地域・都市の活性化

特徴的な街並み ＝ 一つの起点

街並みの状態を把握

景観を客観的に評価するための手法が必要

自己組織化臨界状態

街路景観を客観的に記述・評価する手法の提案
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データ抽出

現地調査

解析

考察

既往研究・資料

解析ツールの構築

構成要素の検討

構成要素の決定

麓集落の理解

分析対象地の選定

実測調査

解析方法の考察

model case ; 入来麓

研究フローチャート

背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

自己組織化臨界現象

自己組織化した系が臨界状態と呼ばれる準安定状態へ自然に時間発展

背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ 安定部分と崩落・破局へ至る状態記述が可能
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背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

解析

N

0 m 1 0 0 m 2 0 0 m5 0 m

model case ; 入来麓(入来町浦之名地区)

背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

入来小学校

樋脇川
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背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

model case ; 入来麓(入来町浦之名地区)

対象街路(11本)

1.船瀬馬場

2.船瀬馬場北の小路

3.上ノ馬場

4.十文字馬場

5.犬ノ馬場

6.中ノ馬場

7.庵ノ坂より続く街路

8.竪馬場

9.尾迫馬場

10.赤城神社の南の小路

11.お仮屋馬場より北に続く街路

N

0 m 1 0 0 m 2 0 0 m5 0 m

背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

N

0 m 1 0 0 m 2 0 0 m5 0 m

model case ; 入来麓(入来町浦之名地区)

5 m

5 m

観測ユニット
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背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法

負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ
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「沿道要素」

「スケール感」

「閉鎖感」
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背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法

負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

負
荷
量
の
大
き
さ

負荷量の大きさの順位
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背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量

データ解析
沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

データ解析
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背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量

データ解析
沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

沿道要素のサイズ分布(サンプル数882)
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(4)
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N
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背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量

データ解析
沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

(a)竪馬場

(c)十文字馬場

●；安定箇所
○；崩落箇所

(a)

(b)

(c)

(d)

N
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背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量

データ解析
沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

●；安定箇所
○；崩落箇所

(e)

(f)

(g)

(e)お仮屋馬場より北に続く街路

(f)上ノ馬場
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N

0 m 10 0 m 2 00 m5 0 m

背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量

データ解析
沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

●；安定箇所
○；崩落箇所

(j)

(i)

(h)

(h)中ノ馬場

(j)尾迫馬場

背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

自己組織化の検証



9

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.E+00 1.E+01 1.E+02 1.E+03

log s

背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

仮想集落のサイズ分布(サンプル数473)

(1)
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背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

①基準尺度（負荷量）を設定したことで街路空間に対し物理量、あるいは空間量
として観測ユニット化された個体が、同じような相似性を持つ組織化された

安定部分と崩落部分の状態からなる自己組織化臨界状態を持つ。

②実際の景観と比較しても、解析より得られた結果は入来麓の景観的な現状

を良く表現していると言える。

③空間量的な尺度である「スケール感」や「閉鎖感」では、安定・崩落部分

がそれぞれ固まって分布し、ある程度の範囲を持って系が構成されている。

④ランダムに作られた仮想集落では、全体として安定した系を持たず、

自己組織化を見ることができない。

まとめ
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背景・目的

方法

自己組織化臨界状態

解析
解析方法
負荷量
データ解析

沿道要素
スケール感
閉鎖感

検証
仮想集落との比較

まとめ

①複数の変量を合成

②他の構成要素の解析・考察

③他の街の街路景観の解析によるデータの蓄積

課題

居住環境構成学講座 都市デザイン研究室 鷹野敦

自己組織化臨界状態解析を用いた街路景観評価に関する考察


